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リモートワーク＋地域で仕事

～これからの時代の、新しい働き方～
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まえがき

近年、世界中でリモートワークを推進する動きが活発化しており、米国では
9 割程度、英国では４割近くの企業がリモートワークに関する制度を導入して
います1 。

日本でもワークライフバランスの推進や地方創生などの観点から、リモート
ワークが注目を集めており、大手企業を中心に導入が進んでいます。

リモートワークは時間や場所にとらわれずに働くことができる、という大き
なメリットがある一方で、リモートワークだけを続けていると運動不足になっ
てしまったり、地域コミュニティとのつながりが希薄になってしまうことも
あります。やはり真に持続可能なあり方で “個” が輝くには、リモートワーク
だけでなく、地域とつながって “仕事” をすることも大切です。

ここでの “仕事” とは、必ずしもビジネスとして成り立っているものばかりで
はありません。「自分の好きなこと・やってみたいこと」と「社会のニーズ」が
合致して、良い循環を生み出していることを指しています。

このブックレットでは「リモートワーク」と「地域での仕事」という、二つの
異なる要素から得るものをつなげ、“自分らしい生き方” を実践している皆さ
んを紹介します。今後、新しいことを始めたいと思っている方がその “一歩” を
踏み出すために、少しでもお役に立てば嬉しいです。

1. http://www.soumu.go.jp/main_content/000433143.pdf

http://www.soumu.go.jp/main_content/000433143.pdf%E3%80%80
http://www.soumu.go.jp/main_content/000433143.pdf%E3%80%80
http://www.soumu.go.jp/main_content/000433143.pdf


翻訳者・通訳者　三井 聡子さん

地域に根付く花屋と通訳・翻訳　
 ２つの仕事を楽しんでいます

神奈川県の藤野という山に囲まれた地域で、夫と子ども４人と
暮らしています。仕事は、翻訳、通訳に加え、地元で週に２回、
小学生や中高生、大人を対象に英語を教えています。 

そして、今年から新たにもう一つ、花を栽培し販売するビジネス
をスタートしました。もともと半自給自足の暮らしをすることが
目的で藤野に引っ越してきたこともあり、野菜を育てていたので
すが、なかなか性に合わないと思っていたところ、数年前に、小規模な土地で多種類のオーガニッ
クフラワーを地域に提供する花農家が米国で増えていることを知りました。アメリカの小さな
農家を SNS でフォローしているうちに、自分の中にあった花への想いが膨らみ、昨年、思い切っ
てすべて野菜から花に切り替えました。

花栽培の知識を得るために、ワシントン州にある花農家のオンライン・ワークショップを受け
たほか、本を読んで独学で勉強しました。2017年11月末には、試験的に販売用の花栽培を開始し、
2018 年春から地域のビオ市で花束の販売を始めました。その他、地元のパン屋さんやカフェで
も花を置かせてもらっています。

花の収穫は日中の暑い時間にはできないため、夏は朝５時頃に起きて、涼しい間に畑に行くよ
うにしています。気温が上がってきたら自宅に戻り翻訳をします。自然相手なので大変なこと
も多いですが、一番良かったのは気分転換ができること。翻訳はずっと一人でパソコン画面に
向かっての業務。畑に出れば、地域の人とお話しできたり、何より花に触れると気持ちをリフレッ
シュできるので、とても嬉しいです。 

課題は、翻訳・通訳の仕事との両立ですね。そ
れから、継続のためには横のつながりも大切で
す。地域活動に積極的に参加するよう心掛けて
います。地域の特色を大事にして、少しずつビ
ジネスを拡大していければと思っています。 

お花はプラスチックのセロハンではなく、茶色い紙
に包んでいます。

● 海外の情報をもとに、すでに取り組んでいたこと（畑）
をベースに地域で再現

● 翻訳との相乗効果
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これまでは環境分野やシステム思考の出版翻訳や講師など、
長年、英語に関わる仕事をメインにしてきたのですが、最近
グラノーラ工房を始めました。

きっかけは、以前カナダに留学していたときのホストマザー
から、グラノーラのレシピを教えてもらったこと。試しにつ
くってみたところとても美味しかったんです。

それ以来、友人に会うときに少しずつお裾分けするようになりました。それが好評で
「すごく美味しいからもっと作って」「グラノーラ屋さんを開いてみては？」と言われ
るように。2冊の出版翻訳を抱えてとても忙しい時期ではありましたが、できる範囲
でグラノーラ屋さんを始めることにしたのです。

初めは、月に２回「グラノーラの日」を設けて、友人・知人から事前に注文を受け、
自宅のキッチンで作って発送していましたが、口コミで少しずつ注文が増えていきま
した。1年ほど経った頃、以前からお気に入りだった古民家カフェの建物を使わせて
いただけることに。営業許可を取得し、2018 年２月から「グラノーラ工房　中小路」
として本格的にグラノーラ・ビジネスを始めました。今では、友人・知人からの注文
に応じた出荷のほか、ウェブサイト（https://nakakojigranola.shop-pro.jp/）でのオン
ライン販売をしたり、地域の道の駅や和菓子店、カイロプラクティック治療院、都内
のエステサロンに置いていただいたり、イベントに出店したりしています。

翻訳者　中小路 佳代子さん

● 評判から始まる好循環
● できる範囲でとにかくやってみる

グラノーラ工房は基本的に一人で運
営しています。緑に囲まれた古民家
で、他の仕事の状況にあわせ、“で
きるときにつくる” というスタイル
で、楽しみながら続けています。

小さく始めたグラノーラやさんをビジネスに
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ライター　曽我 美穂さん

ライターの仕事と英語講師の仕事
「好き」を軸に世界とつながる︕

リモートワークでライターや翻訳の仕事をする傍ら、
自宅と公民館で英語教室を開催しています。現在住
んでいるのは、都心から電車で 90 分程の田舎町で、
子ども 2人（9歳の娘と 6歳の息子）、夫の 4人暮ら
しです。夫の仕事は転勤を伴うため、今の地域での
仕事は次の転勤までの期間限定ですが、今ここでし
かできないことに挑戦したくて、英語を教え始めました。

英語教室は 2014 年頃からスタートしました。きっかけは、5 年前、知人から「英
語ができるなら、私の子ども（幼稚園児）に英語を教えてほしい」と言われたこ
とです。私が住んでいる地域にももちろん英語教室はありますが、既存の英語教
室は費用が高く、経済的に余裕のある家庭のお子さんしか学ぶことができない、
という状況に疑問を感じていました。そこで、「リーズナブルな価格設定で、少
しでも多くの子どもが英語を学べる場所を作れるかもしれない」と思ったのです。
英語を教えた経験はなかったのですが、英語だけでなく、歌うことや子どもと接
することは好きだったので、まずは始めてみることにしました。

自分自身が子どもの頃に受けていた日系ハワイ人の先生の、歌やゲームをたくさ
ん取り入れたレッスンを思い出しながらレッスンプランを作成。それに加え、他
の英語教室の内容や英語講師の方のブログを参考にしながら、教材を探しました。
始めてみると口コミで徐々に生徒さんが増え、今では園児、小学生、中学生、大
人の計 50 名ほどになりました。レッスンは週に 8 ～ 11 クラス実施しており、講
師業から事務仕事まで全て 1 人でおこなっています。

レッスンをする上で心掛けているのは、個人で教えているからこそ、生徒さんや
その保護者の方からのリクエストには可能なかぎり応える、ということです。例
えば、中学生はテスト対策や英検対策に加え、スピーチコンテストの準備のお手
伝いをしたり、小学生には英語を使ったゲームをしたり。ネイティブの先生を招
いて一緒にレッスンをすることもあります。また、私自身が興味・関心を持って
いる “多様性” や “世界の文化”、“エコ” などに関連する内容を、レッスン内容
に取り入れています。
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これだけ生徒さんが増えると、地域の皆さんの “やってみたいこと” が、いろい
ろと見えてきます。そこで、英語教室に加え「世界の料理を学ぶ会」やスウェー
デン人のお兄さん（日本語堪能）からダンスを学ぶ会、ホストファミリーになる
ための説明会など、さまざまなイベントを不定期で企画・開催しています。地域
の人が集まって楽しく交流できる有意義な時間になっているので、今後も続けて
いきたいです。

英語教室を始めてみて一番大変なことは、想像していた以上にレッスン準備に時
間が必要だということでした。ライター、翻訳などのリモートワークの仕事も大
事に続けていきたいので、両立のための時間調整が今後の課題です。もうひとつ、
個人的に気にかかるのは、自分の子どもたちのことですね。ほとんどのレッスン
は “夕方” の時間帯に設けているので「寂しい思いをしていないかな」と時々心
配になります。でもレッスンのおかげで様々な年代の子どもたち、その親御さん
たちとのつながりができているので、総合的にみると自分の子どもにもプラスに
なっている、と信じています。

以前は、自宅でのライターや翻訳の仕事のみで人と接する機会はあまり多くな
かったのですが、英語教室を始めてからは知人友人が一気に増え、地域とのつな
がりが強くなりました。レッスンで歌ったり踊ったりするので以前より体を動か
すようになったと感じています。また、国際交流や英語に興味のある地域の人た
ちとつながったことで、私の日常は大きく変わりました。国際交流のBBQに参
加してみたり、ホストファミリーに挑戦したりすることができたのも、そういっ
たつながりのおかげです。
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これからビジネスを始めたい方には、ビジネス
として継続していくために、最初の料金設定を
しっかり考えておくことをお勧めします。私の
場合、講師経験ゼロからのスタートだったこと
もあり、一般的な相場を考慮せず、他の教室よ
りかなりリーズナブルな価格設定にしていたの
で、もう少し高く設定してもよかったかな、と
ちょっぴり後悔しています。次に引っ越して別
の場所で教室を開講する時は、もう少し高い料
金設定で始めるつもりです。

地域で創った仕事を継続させるために意識して
やっていることは、とにかく楽しむこと。自分

● 相手の声を聞き答えていくことで広がりが生まれる
● 値付けには相場観を確かめることも重要

が楽しめないと苦痛になり、続けられません。案ずるより産むがやすし。とりあ
えず小さくはじめて、少しずつ軌道修正しながら続けていくと、自分なりのスタ
イルが見えてくると思います。トラブルはその都度対処していけば、なんとかな
ると思いますよ！
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エコネットワークス言語サービス担当役員として
リモートで仕事を続けるなかで「自分のスキルを
地元にも還元したい」「サステナビリティに関心の
ある方々と地域ネットワークを作りたい」という
思いが強まったのがきっかけでした。

「金沢、生物多様性」のキーワードを Google 検索したところ、偶然、国連大学
OUIK 主催の国際会議が金沢で開催されることを知り、すぐに参加を申し込みまし
た。会議終了後、来賓の対応にひと区切りついた事務局長にご挨拶し、翌週訪問し
てニーズのヒアリング、ENW の実績をご紹介する機会をいただけることに。そし
て、ニュースレターの翻訳業務を受注。品質を認知いただけたことが、その後の生
物文化多様性ブックレットの翻訳業務につながり、嬉しかったです。

対面で仕事をして時間と空間を共有すると、表情などからお互いの意図をより深く
理解できるのがいいですね。リモートワークはクライアントに直接お会いせずに仕
事を進めることが多いので、貴重な機会です。

新たな仕事を創る難しさは、クライアントとの物理的な距離とは関係ありません。
価格の納得感や翻訳チームへの信頼をいかにして得るか、に尽きます。

最近、特に意識していることは、人に会い、話しかけること。地元・金沢で、国連
の SDGs（持続可能な開発目標）実現に向けた多くの取り組みがあることを知り、
驚いています。どのような想いで何を目指しているのかをお聞きすることが楽しい
ですし、自分にもお手伝いできることはないか、見つけていきたいです。

エコネットワークス　二口 芳彗子さん

エコネットワークスの仕事を地元に創る

● リモートで培ったスキルを地域でも還元
● 対面で仕事をすることにより、お互いを

より深く理解

生物文化多様性ブックレットシリーズは英日対訳に
なっているので、教材としても活用されています。
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バスで東京から２時間ほどの、千葉県の館山市に住んでいます。
普段はリモートワークで翻訳をする傍ら、週２回、地元のNPO
で移住相談員として働いています。

以前は、東京の職場に勤務しており、都会にわりと近い場所に
住んでいました。毎日超満員の電車で通勤する人々を目にする
うちに、狭い地域に多くの人が密集していることに違和感を覚えるように…。
「ここに住んでいる人たちがもっと分散して住むことはできれば、皆、今よりも豊か
な気持ちで自分らしく過ごせるようになれるのでは？」房総半島で育った私は、同じ
関東圏でも東京から少し離れると海や山があり、まだまだ自然が残っていることをよ
く知っていたからです。

そんな気持ちを抱えたこともあり、５年ほど前にフリーランスの翻訳者になったこと
を機に、千葉県のいすみ市に引っ越しました。その間住んでいたシェアハウスで、地
元で移住支援をしているNPO法人の方と知り合い、翻訳の仕事をいただくようにな

りました。その後しばらくして同じ千葉県の館山市に引っ越したのですが、ここでも
別のNPO法人が似たような活動をしていると聞き、事務所にご挨拶に伺いました。

それから半年後のことです。「移住相談員として週何日か働きませんか？」という　
お話をいただきました。東京にいた時に感じた違和感を思い出し「少しでも多くの　
人が自然の多いこの地域に引っ越してきてほしい」という思いで、挑戦することに　
しました。

フリーランスになってから相談員の仕事を始めるまでは、１日中部屋に籠って翻訳作
業をしていました。好きなことを好きな場所でするために自ら選んだフリーランス
の道でしたが、一方で、自分の世界が広がっていかない閉塞感のようなものも覚え
始めていたのです。そのような中、週２日事務所に行くようになり、地域の人とお話
する機会が増えるにつれ、徐々に自分の周りに“広がり”を見出せるようになっている
ことに気づきました。小さなつながりが少しずつ増えていくことが、とても嬉しかっ
たです。

翻訳者　S さん

地域での小さなつながりを大切に
～地域おこしと翻訳～
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先日、以前翻訳の仕事をいただいていたいすみのNPOから「今度、いすみ市で国際
会議が開催されることになったので、うちの団体紹介を英訳してもらえませんか」と
いう連絡があり、喜んでお引き受けしました。さらに、いすみ市（自治体）からもご
依頼があり、翻訳をお手伝いさせていただくことに。「一旦つながりができると、広
がりやすい」と実感しました。

ただ、自治体や団体の中には“翻訳を依頼するのは初めて”というところも多く、相場
はもちろん、翻訳という業務自体についてあまり詳しくご存知ではありません。その
ため、翻訳は“ササっと簡単にできてしまうもの”と思われがちです。でも、正式な文
書として納品するには、背景や定訳を調べるので、依頼主の方が想像する以上の時間
が必要です。地域でのつながりから生まれた仕事なので良心的な価格をご提示したい
ですが、一方で、長く続けていくためには最低限の費用は必要です。それをいかに分
かりやすくお伝えしていくかが今後の課題ですね。

そうした状況の中で、私の大きな支えとなっているのが普段からチームとして一緒に
仕事をしている翻訳者仲間です。さまざまな経験をもつ翻訳者の方がいるので、適正
な価格について相談したところ、貴重なアドバイスをもらうことができました。ま
た、ボリュームが大きく短納期の依頼を頂いたときは私一人では到底対応できません
から、サポートをお願いしたり、ネイティブ・チェックをお願いしたりすることもで
きます。

地域で顔の見える仕事を始めて良かったことは、何より、とっても感謝してもらえる
こと！いすみ市の国際会議にも顔を出してみたところ、依頼してくださった方から本
当に助かりました、ありがとう、との言葉をいただき、その笑顔を拝見して

● リモートワークで培ったスキルで自分が暮らす地域でも仕事を創る
● 小さなつながりを大切に

月に 1 回古民家修繕会＆交流会で、
持ち寄りランチを楽しんでいます。

「やってみて本当に良かった」と思いました。
これはリモートワークにはない、地域での仕
事ならではの醍醐味ですね。

私は自分から積極的につながりを見つけにい
くことは得意ではありませんが、それでも必
ず、チャンスはあると思っています。小さな
つながりを丁寧に探し、期待に応えて大切に
する。そんな私らしい仕事の仕方をこれから
も続けていければと思っています。
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ドイツ・ベルリンに 2009 年から住み、夫と子どもとの 3 人
暮らしです。現在は、リサーチャーとして働きながら、TSA
パートナーで同じく欧州在住のメンバーの方と共に「サーキュ
ラーエコノミー」に関するウェブサイトを運営しています。

サーキュラーエコノミーに関する活動を始めるまでは、ドイツ
在住のコーディネーターさんからの請負でカメラマンの仕事をしていました。でも、
子どもの用事が増え、せっかく頂いた仕事も断らざるを得ないことが続き、徐々に
仕事の依頼が減っていきました。 ベルリンには、若くて機動力があるカメラマンが
多いため、きっと他のカメラマンに仕事が回っていったのでしょう。そうした状況
に直面し、一時は本当にがっかりしていました。でも、それをきっかけに「人から
の依頼を待つような仕事の仕方ではなく、自発的に仕事を創る形を模索したい」と
思うようになりました。

2016 年に、同じ欧州在住の仕事仲間である藤原 斗希子さんと知り合いました。彼
女が住んでいるフィンランドとの時差は一時間程度。徐々にスカイプでお話しする
ことが増え、“欧州と日本でのネットワークを活かし、何かやれることはないか”
という共通の想いについてアイデアを出し合うようになりました。人探しや組織化、
サイト試作など、実験しては失敗…ということを 2 年近く繰り返していました。

そんな折、2017 年 9 月、エコネットワークスの仕事を通じて、欧州のある専門家
をインタビューさせていただく機会がありました。
Interview: Cradle to Cradle® — 新たな品質基準
http://www.econetworks.jp/enwlabo/c2c/

この方のお話を聞きながら、大事なことに気づきました。それは、自分がこれまで
関心を持ったトピックは全て、現代の “生産と消費” が生み出す廃棄物の問題につ
ながっているということ。サーキュラーエコノミーは “すべてを循環させる” とい
うコンセプトのもと、そうした問題に真っ向から取り組むものでした。

ネットワーク拡大中︕
欧州のサーキュラーエコノミーを日本へ

リサーチャー　佐原 理枝さん
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ここから私は、サーキュラーエコノミーへの道を一気に切り開いていきます。この
インタビューを見た他のスペシャリストと国境を越えて Linkedin でどんどんつなが
りました。また、非営利ネットワーク Circular Economy Club に、アジア地域開拓の
担当メンバーとして参加するようになりました（全員プロボノ * です）。

先日はサーキュラーエコノミーに関する会議をカメラマンとしてお手伝いしました。
「何かお手伝いできることはありますか？私はプロ機材で撮影することができます」
と問い合わせたところ、ちょうど撮影係を探していたようでトントン拍子に話が進
みました。サステナビリティに関する会議に無料で参加できたことに加え、運営の
コアメンバーと知り合うことができました。

そうしているうちに「欧州で広がっている動きを、日本にも伝えたい」という思い
が膨らみ、藤原さんとウェブサイト「Circular Economy Lab」を立ち上げることにな
りました。
Circular Economy Lab　
企業と自治体のためのサーキュラーエコノミー導入の支援サイト
https://circular-eco.com/

2018 年 6 月に行われたベルリンのサーキュラーエコノミーのイベントの様子
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ウェブサイトを立ち上げて一番大変だと感じるのは、すべて無償で行なっている
ということです。1回の更新の負担を軽減するために、画像を必須にせず、その
代わりに情報量を多くするなどバランスをとる工夫をしています。一方で、サイ
トを立ち上げたことにより、目標がより明確になりました。ウェブサイトの運営
は、いずれはビジネス化していきたいので、欧州あるいは日本で助成金を申請す
ることも考えています。

私が何より大事だと思うのは「ネットワーク」です。やりたいことが明確にあっ
たとしても、一人ではアイデアもできることも限られてしまいます。そのため、
意見を出し合うことができる仲間を持つことはとても重要です。例えば「サーキュ
ラーエコノミー」というテーマひとつを取ってみても、個人の興味、得意分野、
職業経験、周囲の環境により関わり方は異なります。それぞれが違う角度から取
り組みながら、ひとつの大きな同じ目標を果たすことが理想だと思っています。

今は SNSがあるので、気になる情報を発信している団体に問い合わせることも
それほど難しくありません。ボランティアで良いので、関心のある分野の会議の
“運営” に関わってみると、その分野のネットワークが広がるのでおススメです。
そして、得られた発見はなるべく多くの人と共有することで、実現に向けての道
が開けていくかもしれませんよ！

● 自発的にできる仕事を模索
● 関連イベントに参加したり、SNS を活用することでネットワークを拡大
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リサーチャー　藤原 斗希子さん

石橋は半分しか叩かずに渡る︕
～ CSR の分野で、欧州と日本の架け橋に～

2013 年からフィンランドのトゥルク市に住んでいます。
現在夫と子どもの 3人暮らしです。日本にいたときは
CSR 関連の仕事をしていたので、フィンランドでもで
きれば同様の仕事を続けたいと思い、フィンランドに
移住してすぐに、自身の Web サイトや SNS の立ち上げ、
名刺作成、個人事業主として開業登録など、営業の体制
を整えました。でも、当時フィンランドは経済不況の
真っ只中。特に私の住んでいるトゥルクは小さな町なので、すぐに仕事を見つける
ことは難しいという状況でした。

そこで頭に浮かんだのが「フィンランドでは一体どのような人がサステナビリティ
に関わっているのだろう？」ということです。どこで、誰が、どのようなことをし
ているのか。まずは、その全体像を把握したいと思ったのです。そして、フィンラ
ンドで開催されているサステナビリティ関連のセミナーにとにかく参加してみるこ
とに。ゼロからのスタートでしたが、「石橋は半分しか叩かずに渡る！」をモットー
に、とにかく楽しみながら進めようと思いましたね。

調べてみると、フィンランドではサーキュラーエコノミー、GRI スタンダード、人
権などをテーマにしたサステナビリティ関連のセミナーが頻繁に開催されているこ
とがわかりました。内容も、日本と比べて充実しています。東京で開催される CSR
関連のセミナーに参加したことがありましたが、言語的、地理的な理由からか、講
師として招かれているのは各組織の日本支部の方ばかり。国際機関の本部の方がい
らっしゃることはほとんどありませんでした。一方、フィンランドで開催されるセ
ミナーでは、国際機関の本部の人だけでなく、世界中の研究機関、大学教授などが
講師として招かれていることが多く、そうしたセミナーに参加していると、グロー
バルな動きを肌で感じることができました。
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そこで出産後も子どもを夫に預けて、セミナーに参加し続けました。フィンラン
ドは男女が平等に働くことで有名です。夫も快く応援してくれていました。セミ
ナーに参加するときに心掛けていたのは、“少なくとも一人には必ず話しかける”
ということ。実はフィンランド人は、あまり話しかけてきません。少し日本人と
似ているかもしれませんね。そのため、人と知り合いになるためには、自分から
声をかけることが必須だったのです。幸いフィンランドではセミナー開催中に参
加者リストが回ってくることが多かったので、それを頼りに、他の参加者に話し
かけてみたり、スピーカーの方に直接質問をしてみたり。そうしたことを繰り返
すうちに、地元の研究機関や大学の教授とのつながりができてきました。

当時も今も変わらず心掛けていることは、“ビジネスとする”ということよりも“人
との出会いを楽しむ” ということです。フィンランドでは、さまざまな角度から
サステナビリティに関わっている人がいます。そこで自分の専門であるCSRの
枠にとらわれず、一見、自分の専門と直接関連のなさそうなセミナーにも参加し
たりしています。先日は、バイオ関連のセミナーに参加しました。そこで自分の
質問に対する他の参加者の反応を見て、自分なりに “可能性” を探っています。
それにより、新たな視点が生まれてきたりもします。

トゥルク市の大学が開催したサーキュラーエコノミーの
ワークショップにオブザーバーとして参加したときの様子
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● これまでの自分の経験を活かしながら、海外の情報を日本に発信
● 関連イベントに参加したり、SNS を活用することでネットワークを拡大

フィンランドで外国人である私は、良くも悪くもとても目立つ存在です。目立
つということは、相手から覚えてもらえやすいですよね。その点を上手く利用
しようと思っています。セミナーなどで講師の方にコメントや質問をすると「日
本の状況について、もう少し詳しく話を聞かせてくれないか」と返してもらえ
たり、大学の先生に「うちの研究室で日本の CSR について話をしてくれないか」
というお話をいただいたり。先日は、「東南アジアからの留学生が発表するので、
同じアジア出身者であり CSR にも精通している立場からコメントをもらいた
い。ぜひ、オブザーバーとして参加してくれないか」という依頼も受けました。
すぐにビジネスにつながるものではありませんが、こうした機会のおかげで、
さまざまな考えを知ることができています。

最近、仕事仲間のドイツ在住の佐原理枝さんとサーキュラーエコノミーに関す
る情報発信を始めました。始めてみると、意外にも日本以外の国からのサイト
訪問もあることがわかりました。何事もやってみて初めて気づくことがありま
すね。ただ、日本におけるサーキュラーエコノミーへの関心はまだまだ低いと
感じています。大企業を中心に関心は高まってきてはいるものの、中小企業に
も広めることが大事なので、勉強会などのイベントを開催したり、地方の商工
会とつながりを創るなど、やってみたいことがたくさんあります。

リモートワークと地域での仕事の両立は、それほど難しいとは感じていません。
リモートワークでの仕事は日本の営業時間に、地域での仕事はフィンランドの
営業時間にすることが多く、時差があるおかげで時間配分は上手くできている
と感じています。
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ハーブ・アロマを取り入れ
サステナブルな働き方へ

リサーチャー、ハーブ＆アロマセラピスト　近藤 圭子さん

夫と娘の 3人家族です。住まいはもともと東京 23 区内でしたが、
数カ月前に少し郊外に引っ越しをしました。

リモートワークでは、サステナビリティ・CSR関連のリサーチの
仕事をしている他、健康・医療に関する取材やライターの仕事も
しています。リモートワーク以外では、地域でアロマテラピーの
仕事をしています。

私は以前の職場で仕事の忙しさから体調を崩し、休職したことがあります。それまでは
アロマテラピーにはあまり興味がなかったのですが、なんとなく試してみたところ、良
さを実感。調べてみると、アロマテラピーの精油やハーブは身体への作用が研究されて
いるということを知りました。そこで学校に通い勉強し、アロマセラピストの資格を取
得しました。

それからは知人のカフェで植物療法に関する講座を開催させていただいたり、2014 年か
らはハーブティーをつくり、近所のお店に置いていただいたりしています。2016 年から
はハンドトリートメントの出張を始めました。一年前に娘を出産したのでしばらくお休
みしていたのですが、最近再開しました。これからは人生の経験を積みながら、アロマ
テラピーの実績も少しずつ積んでいきたいと思っています。

あるとき、気づいたことがあります。それは、アロマテラピーは個人がサステナブルに
働いたり暮らしたりするのに貢献できるということ。無理のある働き方で体調を崩すの
はサステナブルではありません。精油やハーブによるセルフケアのご提案が、個人の力
をより発揮し、健やかに働き続けることに役立てばと思います。

CSRのリサーチが社会のサステナビリティに貢献する仕事だとすれば、アロマテラピー
は個人のサステナビリティに関わる仕事。CSR、健康・医療、アロマは別々に見えるか
もしれませんが、私にとっては、どれも「サステナビリティ」という共通のテーマを持っ
ています。
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そうしたつながりをなかなかうまく説明できないのですが、一方で、アロマテラ
ピーに関心のある人はサステナビリティに関心を持っている方が多いと感じてい
ます。ありがたいことにこれまでは知人を通してお声がけいただくことが多かっ
たのですが、ウェブサイトを作成したところ、意外にもたくさんの方が訪れてく
ださり、お問い合わせをいただくこともあります。

ゆくゆくはアロマの出張ハンドマッサージの対象を広げ、企業のオフィスなどで
も施術できないかな、と考えています。娘が生まれ、私自身の働き方も柔軟に考
えていきたいと思っています。これからも新しいつながり、ご縁を楽しみにして
います。

http://a-akari.com/ ( ハーブとアロマテラピー　灯り )

Photo by Tomoko Homma

● ハーブやアロマをサステナブルな働き方に役立てたい
● 個と組織の両方からサステナビリティに取り組む
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翻訳者・デザイナー　Wさん

地域のつながりで得るかけがえのないもの

福岡県で、家族 4人で暮らしています。基本的にリモート
ワークでの翻訳を本業としていますが、最近はデザインの
仕事もいただくようになりました。

デザインを始めたのは、20 年以上前です。学生の頃、ミュー
ジシャンの hide さんのソロ活動を見てファンになったのが
きっかけです。インターネット黎明期に hide さんはいち早く
ネットで色々なことを発信していました。今では誰にでも当
たり前に見られる世界ですが、当時の私にとって、一流のグラフィックアーティストが
作ったサイトはおとぎ話の世界のようにまぶしくて、楽しくて…。いつの間にか自分で
も本を買い、html やデザインの勉強をし、ホームページを作っていました。そして、嬉
しいことに hide さんに私のホームページに来ていただき、新曲についておしゃべりをし
たり、デザインのアドバイスをもらったり、自作の詩を読んでもらったことも！オフ会
では、hide さんのサイトを作っていた憧れのデザイナーさんにも会えました。他にも数
人の素敵なデザイナーさんと仲良くなり、今も交流が続いています。当時のことは、今
思い出しても夢のような出来事です。

もうひとつのきっかけとなったのは、高校の同窓会です。数年前、出身高校の同窓会で
幹事学年となり、記念グッズを制作するチームのリーダーに抜擢されました。有田焼窯
元や紅茶店とのコラボなど、あれこれ試行錯誤しながら、企画、デザインから発注、宣
伝まですべて担当して作り上げたのですが、それが大好評だったのです。そのとき「や
はり私はデザインが好きだなぁ」と実感しました。

その後、小学校の PTA では広報担当として新聞のデザインをしたり、友人のイベントの
チラシやウェブサイトを作ったりして、地域で経験を積ませてもらいました。少し自信
がついたころ、思い切ってお世話になっているエージェントにデザインもできることを
伝えたところ、リモートでデザインの仕事を頂けるようになりました。
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● 自分にできることを周りの人に提供する
● 自分の好きなことを追求

デザインの他に、私はヨガのインストラクターの資格を持っているので、ご近所の友人
や妊婦さんにヨガを教えたりもしています。また、とても素敵な保育士さんとの出会い
があり、自宅の庭で、ここ３年ほど、小さな幼稚園を運営していただいています。部屋
で仕事をしていると、庭で子どもたちの元気な声が聞こえるのは、とても幸せです。

リモートワークを続けていると、運動不足を解消したい、人とのつながりをもっとつく
りたい、地域でも貢献したい、などの気持ちが大きくなってきます。私の場合は、そう
した “リモートワークで不足していること” を、地域での活動で補っているのだと思い
ます。ビジネスとしては成り立っていなくても、人や社会からのニーズに対し、自分の
できることを提供することで、結果として自分のもとにはかけがえのないものが必ず戻
ってきます。そうした良い循環をこれからも楽しんでいきたいと思います。

卒園式のごちそう

幼稚園では「庭のお母さん」と呼ばれています。
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これまでは仕事や趣味、社会貢献は別々に行うのが一般的でした。しかし、皆さん
へのインタビューから浮かび上がってきたのは、これらを切り離さず、周りの人が
困っていること（ニーズ）を支援し合う働き方や暮らし方でした。そうした「自分
が暮らす地域」との関わり方を取り入れることで、リモートワークだけをしていた
場合の“孤立感”や“運動不足”といったデメリットが解消され、より良い循環が生まれ
ています。

ここで、「地域で仕事＋リモートワーク」の実践をいくつかのパターンにまとめて
みます。

海外のノウハウを地域で再現

三井さんと中小路さんは、海外のノウハウを暮らしている地域に合った形で再現して
います。このような起業アプローチは、これからの大規模な製造業などでも増えてく
ると想定されます。これまではグローバリゼーションが進んだ結果モノが国境を越え
てきましたが、環境面や地域活性化を考慮すると、今後は「情報」のみが移動し、
「モノ」は消費される国や地域でつくる、そんな時代がやってくるかもしれません。

三井さんが花栽培を進めていく中で参考にされた情報によると、米国では近年、農薬
を使用した季節外れの花や海外から輸入された花ではなく、顔の見える生産者が近く
で大切に育てた花を求める声が増えているそうです。海外のノウハウを日本の地域で
小規模に再現すれば、環境にも優しく、より心のこもったものがほしい、と思ってい
る人の役に立つことができます。モノがあふれる大都市であってもこのようなニーズ
はありそうです。

あとがき

リモートワーク
ロケーション
好きなこと
得意なこと
もっているスキル

社会のニーズ

自分の好きなことと
ニーズを結ぶ方法

三井さん

翻訳・通訳
関東圏、郊外
花、畑仕事
海外の経験、英語（米国のオンライン
受講、英語サイトでの情報収集）

有機栽培の元気な花
生産者の顔が見える商品

海外のノウハウを活用し、すでに
実践していた野菜作りから花栽培へ

中小路さん

翻訳
関東圏、やや郊外
料理
海外の経験、英語
（カナダのホストマザーからもらったレシピ）

体に良く、美味しい食べ物
生産者の顔が見える商品

海外のノウハウを活用し、
大好きな料理で地域資源（古民家）
を活かして起業
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リモートワーク
ロケーション

やりたいこと

社会のニーズ

一歩を踏み出した
きっかけ

曽我さん
ライター
関東圏、地方

地元での仕事や活動
を創る

地元で細かいニーズに
応じてくれる英語教室

英語ができると
地域の人に話したところ、
教えてほしいと頼まれた

Sさん
翻訳
関東圏、郊外
暮らしている地域でも
自分のスキルを活かした
仕事を創る

地元でのニーズに応じて
くれる経験豊富な翻訳者

翻訳をしていることを
地域の人にも伝えていた。
引っ越し先でもNPOに
挨拶に行った

二口さん
翻訳
関東圏以外、地方都市

都市部だけでなく地元で
も仕事を創る

地元での環境やサステナビ
リティの専門性の高い翻訳

地元で開催された
国際会議の後に主催者
に直接話しかけた

移住先として人気がある地域での新しいつながり

三井さんは神奈川県旧藤野町、Wさんは福岡県の糸島市という、『移住先として人気の
ある地域』在住、という共通点があります。こうした地域では、もともとの自分の故郷
ではない地域でも孤立することなく、新しいことを始めやすい、というメリットがある
ようです。多様なスキルをもった人が、日本中から集まるので、仲間で集まって新しい
ことを生み出しやすい環境であるともいえます。ただ、お二人のお話にもあるように、
もともとその地域に住んでいる人とのコミュニケーションを取るための努力はとても大
切です。

リモートワークなどで培ったスキルを地域に還元

二口さん、曽我さん、Sさんは、これまで培ってきた英語のスキルを、“顔の見える形”で
地域に還元しています。きっかけはそれぞれ異なるものの、自分の近くにいる人に、少
しだけ“自分ができること”を伝えることでニーズを見つけ、地域への貢献につなげてい
ます。「翻訳者は多いし、英語教室はすでにたくさんあるし…」と思ってしまいがちで
すが、同じ“英語”でも、ニーズはさまざま。自分の周りにも意外なニーズがあるかもし
れません。３人の方に共通しているのは、一度引き受けたらどんな小さな仕事であって
も、高い完成度を目指していること。それが次の仕事につながっているようです。また
今後引っ越しをする可能性がある人でも、曽我さんのように期間限定でやってみれば、
そこで培ったスキルを引っ越し先でも生かしていくことができるかもしれません。“自分
にできる何か”で仕事をした経験は、新しい土地での仲間やつながりをつくる際に自分の
背中を押してくれるのではないかと思います。
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　Q１　あなたが情熱を持っているものは何ですか︖

　Q２　その情熱で、どこにいる、誰に対して、どんな支援がしたいですか︖

　Q３　顧客（または支援を受ける人）はどのように、あなたを知ることができますか︖

　Q４　あなたのプランの具体的な懸念は何ですか︖　考えられる解決策は︖

　Q５　あなたのプロジェクトをいつまでに立ち上げますか︖

今回インタビューした人全員に共通するのは、「自分の好きなこと・得意なことを
起点に、まずはまわりのひとに知ってもらい、小さく始めて大きく広げていく」と
いうことです。

さて、ここで、これから“一歩”を踏み出したい、と思っている皆さんに質問です。

皆さんが、ご自身が本当に好きなことを通じて、地域社会に貢献できる働き方
を見つけることを心から応援しています。
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